


































年通り「広島大学 歴史」展に、 四分の一を「文書館新収資料」展に、残部四分の一を企画展に利用した。また可動式展示ケース二台を持ち込み、現物展示も実施した。　「文書館新収資料」展は今後も毎年の恒例展示とすることとし、展示の前年または同 に新規収集公開した資料の紹介を行うこととした。文書館では昨年～本年と広島高等師範学校出身の作家・ジャーナリストである梶山季之の関係文書目録上下巻を刊行した で 本年は
「広島大学の歴史」展①「広島大学の歴史」展②
梶山季之関係文書の紹介を行った。カラーパネルに梶山季之関係文書の解説文・年譜・写真を掲示し、さらに展示ケース二台 用いて梶山季之関係文書の現物展示を行った。 展 物の選定に際しては梶山の業績を象徴し、観覧者の興味を引くキャッチーな物を揃えることとし、生原稿取材ノート・万年筆・愛飲の煙草など 展示した。　
初代学長森戸辰男の生誕





盛り沢山の内容になった。 そのため、 バラエティ豊かな なった反面、一つ一つの展示内容に若干の物足りなさが生じ ことは否めないように感じた。特に「広島大学 歴史」展は、展示写真数が例年の半分になってしまった。現状の展示スペースで 、展示用カラーパネルの増設には限界がある。今後は「広島大学の歴史」展自体を年毎 テーマ展示と て内容の密度アップを図るなどの工夫が必要となるかもしれない。　
なお今回は展示ケースの運び込み等、例年の展示に比して準
備・撤収の作業量 増大し、また現物展示であるため監視員を常駐させる必要も生じたが、学内関係部局と文書館事務補佐員・アルバイトの協力により滞りなく展示を終了することができ 。記して感謝申し上げたい。
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